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ニ
ュ
ー
ロ
ラ
チ
リ
ズ
ム
の
仕
組
み
の

解
明�

薬・草
間 

國
子
教
授

骨
を
形
成
す
る
骨
芽
細
胞
分
化
の

仕
組
み
を
解
明�

歯・鈴
木 

直
人
教
授

　

ニ
ュ
ー
ロ
ラ
チ
リ
ズ
ム

（neurolathyrism

＝
Ｎ

Ｌ
）
と
い
う
運
動
神
経
系
の

難
病
が
あ
る
。
日
本
で
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

紀
元
前
４
世
紀
ご
ろ
の
文
献

に
も
登
場
す
る
と
い
う
。
両

脚
が
や
せ
細
っ
て
引
き
つ

り
、
足
の
甲
が
足
裏
側
に
曲

が
っ
て
歩
行
困
難
に
な
る
痙

性
対
麻
痺
（
け
い
せ
い
つ
い

ま
ひ
）
が
主
症
状
。
エ
チ
オ

ピ
ア
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な

ど
の
亜
熱
帯
性
気
候
の
地
域

で
栽
培
さ
れ
る
グ
ラ
ス
ピ
ー

と
い
う
豆
の
摂
取
に
起
因
す

る
。下

半
身
ま
ひ
す
る
難
病

　

エ
チ
オ
ピ
ア
の
１
９
９
０

年
前
後
の
大
飢
饉
で
は
貧
し

い
人
々
が
こ
の
豆
を
食
べ
て

し
の
い
だ
た
め
多
数
の
患
者

が
出
た
。
草
間
教
授
が
取
り

組
む
研
究
が
、
こ
の
Ｎ
Ｌ
発

症
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
だ
。

原
因
は
グ
ラ
ス
ピ
ー
に
２
％

ほ
ど
含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ
酸
の

一
種
Ｌ
‐
β-

Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｐ

（
以
下
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｐ
）
と
呼

ば
れ
る
物
質
で
、
神
経
伝
達

物
質
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
類
似

物
質
。こ
れ
が
シ
ナ
プ
ス（
神

経
間
の
継
ぎ
目
）
に
あ
る
Ａ

Ｍ
Ｐ
Ａ
受
容
体
と
呼
ば
れ
る

部
分
に
、
選
択
的
に
結
合
し

て
興
奮
性
の
神
経
刺
激
を
起

こ
す
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

（
受
容
体
は
細
胞
表
面
に
あ

っ
て
細
胞
外
か
ら
の
刺
激
な

ど
を
受
け
入
れ
る
部
分
）。

　

解
明
に
あ
た
り
、
草
間
研

究
室
で
は
Ｎ
Ｌ
を
再
現
す
る

モ
デ
ル
動
物
（
ラ
ッ
ト
）
を

開
発
す
る
。「
卒
業
研
究
の

学
生
と
と
も
に
取
り
組
ん
だ

の
で
す
が
、
こ
れ
が
な
か
な

か
困
難
な
作
業
で
時
間
を
要

し
ま
し
た
」
と
同
教
授
。
開

発
に
成
功
し
た
ラ
ッ
ト
は
Ｏ

Ｄ
Ａ
Ｐ
の
皮
下
投
与
群
に
15

～
20
％
の
割
合
で
発
症
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

こ
の
モ
デ
ル
動
物
を
使
っ

て
、
後
肢
（
人
間
の
場
合
、

下
肢
）
の
運
動
に
つ
な
が
る

脊
髄
（
腰
髄
と
仙
髄
）
の
細

胞
を
分
析
。
10
㍈
の
厚
さ
で

輪
切
り
に
し
て
全
て
調
べ
る

と
、
Ｎ
Ｌ
モ
デ
ル
で
は
神
経

細
胞
の
数
が
正
常
の
半
分
か

ら
３
割
程
度
に
ま
で
減
っ
て

（
死
ん
で
）
い
た
。
一
方
、

前
肢
（
同
上
肢
）
に
つ
な
が

る
神
経
細
胞
に
は
異
常
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
て
対
麻
痺
の
背
景

に
後
肢
の
神
経
細
胞
の
死
が

関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
が
、
で
は
な
ぜ
細
胞
が

死
ん
で
い
く
の
か
。
関
心
は

細
胞
死
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
へ
と

進
む
が
、
草
間
教
授
は
こ
こ

で
「
死
ん
で
い
な
い
神
経
細

胞
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
細

胞
内
が
空
胞
変
性
し
て
い
る

の
が
分
か
っ
た
。
こ
う
し
た

病
理
像
は
実
は
ほ
か
の
運
動

神
経
疾
患
で
も
認
め
ら
れ
ま

す
」
と
話
し
、
こ
の
機
構
は

Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬

化
症
）
に
も
当
て
は
ま
る
と

指
摘
す
る
。

酵
素
Ｈ
Ｏ-

１
が
悪
さ

　

神
経
疾
患
で
は
能
動
的
細

胞
死
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
細
胞

死
）
の
一
つ
、
ア
ポ
ト
ー
シ

ス
と
の
関
係
が
知
ら
れ
て
お

り
、
同
様
に
調
べ
る
と
、
約

半
数
は
細
胞
が
生
体
維
持
の

た
め
に
自
ら
死
ん
で
い
く
、

こ
の
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
だ
っ

た
。
こ
の
こ
と
と
、
発
症
す

る
動
物
の
脊
髄
内
部
で
必
ず

出
血
が
起
き
る
現
象
と
が
結

び
つ
き
、
脊
髄
の
血
管
に
着

目
し
た
と
こ
ろ
、
ヘ
ム
オ
キ

シ
ゲ
ナ
ー
ゼ
（
Ｈ
Ｏ
‐
１
）

と
呼
ば
れ
る
酵
素
が
原
因
で

血
管
の
壁
の
内
側
の
細
胞
が

破
壊
さ
れ
る
ら
し
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
Ｈ
Ｏ-

１
を
抑
え

る
薬
、
亜
鉛
プ
ロ
ト
ポ
ル
フ

ィ
リ
ン
Ⅳ
を
ラ
ッ
ト
に
投
与

し
た
後
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｐ
を
投
与

し
た
と
こ
ろ
、
Ｎ
Ｌ
の
発
症

が
５
％
以
下
に
ま
で
低
下
す

る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
千
葉

大
大
学
院
時
代
の
先
輩
と
10

年
ほ
ど
前
に
始
め
た
こ
の
研

究
、
草
間
教
授
は
「
Ｈ
Ｏ-

１
と
痙
性
対
麻
痺
の
詳
し
い

関
係
は
ま
だ
不
明
で
す
が
、

現
在
は
こ
の
運
動
神
経
疾
患

の
仕
組
み
が
分
か
っ
た
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
」
と
い
う
。

　

同
教
授
は
血
管
と
神
経
の

老
化
な
ど
を
抑
制
す
る
治
療

薬
の
研
究
で
、
現
在
、
本
学

の
学
術
研
究
（
総
合
研
究
）

の
研
究
代
表
者
を
務
め
る
一

方
、
女
性
研
究
者
支
援
ユ
ニ

ッ
ト
の
チ
ー
ム
長
の
仕
事
な

ど
に
も
携
わ
っ
た
。
そ
の
一

方
で
、
学
生
の
指
導
に
も
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
忙

し
い
毎
日
を
送
る
が
、「
ニ

ュ
ー
ロ
ラ
チ
リ
ズ
ム
の
解
明

は
世
界
で
も
取
り
組
む
研
究

者
が
少
な
い
の
で
突
き
と
め

る
意
義
が
あ
り
、
そ
う
し
た

患
者
を
増
や
さ
な
い
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
病
気
の
注

目
度
は
低
く
て
も
、
ぶ
れ
ず

に
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
結
ん

だ
。

　

草
間
　
國
子
（
く
さ

ま
・
く
に
こ
）
昭
和
50
年

日
本
大
学
理
工
学
部
薬
学

科
卒
。
52
年
千
葉
大
学
大

学
院
薬
学
研
究

科
生
化
学
修
士

課
程
修
了
と
と
も
に
本
学

理
工
学
部
薬
学
科
副
手
。

専
任
講
師
な
ど
を
経
て
平

成
22
年
教
授
（
生
化
学
ユ

ニ
ッ
ト
）。
こ
の
間
、
米

ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大

学
医
学
部
に
１
年
間
研
究

留
学
。
博
士
（
薬
学
）、

薬
剤
師
。
日
本

薬
学
会
、
日
本

薬
理
学
会
（
学
術
評
議

員
）、Society for Neuro-  

science

な
ど
に
所
属
。

埼
玉
県
出
身
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

鈴
木
　
直
人
（
す
ず

き
・
な
お
と
）
昭
和
61
年

日
本
大
学
歯
学
部
歯
学
科

卒
。
平
成
２
年
同
大
学
院

歯
学
研
究
科
修

了
。
同
大
学
歯

学
部
助
手
、
講
師
、
准
教

授
を
経
て
現
職
。
平
成
９

～
11
年
ト
ロ
ン
ト
大
学
に

留
学
。
歯
科
基
礎
医
学

会
、
日
本
骨
代
謝
学
会
な

ど
に
所
属
。
平
成
７
年
に

日
本
硬
組
織
研
究
技
術
学

会
賞
、
同
13
年
に
硬
組
織

生
物
学
会
賞
を

受
賞
。
著
書
は

「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
生
化

学
・
口
腔
生
化
学
」（
共

著
・
学
建
書
院
）
な
ど
。

東
京
都
出
身
・
51
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

脊
髄
の
血
管
障
害
が
関
与

モ
デ
ル
動
物
を
開
発
し
、追
究

　

生
化
学
や
口
腔
生
化
学
の

分
野
で
は
、
口
腔
を
構
成
す

る
分
子
や
細
胞
・
組
織
の
代

謝
な
ど
が
研
究
の
中
心
と
な

る
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は

歯
科
基
礎
医
学
の
発
展
に
貢

献
す
る
の
み
で
な
く
、
臨
床

系
に
も
寄
与
す
る
重
要
な
研

究
と
い
う
。
こ
の
分
野
で
約

25
年
に
わ
た
り
テ
ー
マ
と
し

て
き
た
の
が
、
骨
代
謝
に
関

す
る
研
究
。
骨
の
機
能
や
細

胞
の
分
化
な
ど
を
調
べ
る
た

め
に
、
骨
の
細
胞
を
用
い
細

胞
生
物
学
的
・
分
子
生
物
学

的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く

も
の
で
、
近
年
は
遺
伝
子
レ

ベ
ル
の
研
究
手
法
が
主
流
で

あ
る
。

　

骨
は
全
身
に
と
っ
て
は
も

ち
ろ
ん
、
歯
に
と
っ
て
も
非

常
に
大
切
で
、
歯
を
支
え
る

歯
槽
骨
（
ア
ゴ
の
骨
）
が
減

る
と
歯
が
抜
け
て
噛
む
こ
と

が
で
き
ず
、
健
康
的
に
も
精

神
的
に
も
良
く
な
い
。
そ
の

た
め
「
骨
代
謝
の
仕
組
み
を

解
明
し
、
今
あ
る
骨
量
を
維

持
す
る
こ
と
に
役
立
た
せ
た

い
」
と
鈴
木
教
授
は
話
す
。

　

骨
は
常
に
改
造
を
繰
り
返

し
て
お
り
、
骨
を
形
成
す
る

骨
芽
細
胞
と
骨
を
吸
収
す
る

破
骨
細
胞
の
バ
ラ
ン
ス
が
重

要
で
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
と
骨
質
や
骨
密
度
の
低

下
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
両
者

の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
し
て

保
つ
か
が
重
要
で
、
破
骨
細

胞
の
分
化
を
担
っ
て
い
る
骨

芽
細
胞
の
分
化
を
軸
と
し
て

骨
代
謝
の
研
究
を
続
け
て
き

た
。

　

最
近
で
は
臨
床
系
の
大
学

院
生
を
指
導
し
て
い
る
こ
と

か
ら
臨
床
系
と
の
共
同
研
究

を
行
う
こ
と
も
多
く
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
歯
の
矯
正

に
お
け
る
矯
正
力
の
適
正
度

に
つ
い
て
、
骨
の
細
胞
に
圧

力
を
か
け
て
反
応
を
調
べ
る

な
ど
、
臨
床
の
技
術
面
を
生

化
学
的
な
立
場
か
ら
補
い
裏

打
ち
す
る
こ
と
で
お
互
い
に

有
益
と
な
っ
て
い
る
。

新
規
の
転
写
因
子
を
発
見

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で

主
な
テ
ー
マ
の
１
つ
に
「
骨

芽
細
胞
の
分
化
に
関
与
す
る

転
写
因
子
に
関
す
る
研
究
」

が
あ
る
。
鈴
木
教
授
が
ト
ロ

ン
ト
大
学
に
留
学
し
て
い
た

１
９
９
７
年
に
骨
芽
細
胞
の

分
化
を
決
定
す
る
遺
伝
子
が

発
見
さ
れ
た
が
、
同
大
学
の

教
授
が
複
雑
な
骨
が
１
つ
の

見
出
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の

転
写
因
子
は
、
骨
を
形
成
す

る
転
写
因
子
と
ア
ク
セ
ル
と

ブ
レ
ー
キ
の
関
係
で
、
骨
形

成
を
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
研
究
も
行
っ

て
き
た
。

　

現
在
は
、
転
写
因
子
を
中

心
に
骨
芽
細
胞
の
分
化
調
節

機
構
の
解
明
、
メ
カ
ニ
カ
ル

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
応
答
、

免
疫
細
胞
と
骨
代
謝
な
ど
幅

広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
基
礎

と
臨
床
を
結
び
つ
け
、
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
患
者
の
生
活
の
質
）
の

向
上
に
一
役
を
担
う
よ
う
な

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

学
部
生
や
院
生
の
指
導
を

　

月
曜
～
金
曜
は
学
部
生
の

講
義
や
演
習
な
ど
担
当
の
授

業
を
受
け
持
っ
て
お
り
、
そ

の
中
に
３
年
生
の
特
別
研
究

が
あ
る
。
最
大
３
名
の
学
生

が
基
礎
系
教
員
の
指
導
の
下

に
テ
ー
マ
を
決
め
て
前
期
に

研
究
を
行
い
、
発
表
を
す
る

も
の
。
学
生
た
ち
は
少
し
ず

つ
異
な
る
実
験
内
容
の
デ
ー

タ
を
出
し
て
、
そ
の
結
果
を

議
論
し
合
う
。
鈴
木
教
授
は

「
テ
ク
ニ
ッ
ク
面
や
方
向
性

を
教
え
る
だ
け
で
、
解
答
に

つ
い
て
は
結
論
が
出
な
く
て

も
学
生
が
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
歯
学
大
学

の
学
生
が
研
究
発
表
を
行
う

大
会
「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・

ク
リ
ニ
シ
ャ
ン
・
リ
サ
ー

チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
今
年

度
、
参
加
す
る
５
年
生
の
指

導
も
し
て
い
る
。
日
本
大
学

も
何
度
か
優
勝
し
た
経
験
が

あ
り
学
生
に
と
っ
て
は
名
誉

な
こ
と
な
の
で
、
夕
方
や
空

い
た
時
間
に
研
究
を
行
い
、

発
表
の
た
め
の
英
語
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
も
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
４
月
か
ら
「
十
数
年

ぶ
り
に
生
化
学
に
大
学
院
生

が
１
人
入
学
し
て
貴
重
な
存

在
」
と
い
う
学
生
に
は
、
細

胞
生
物
学
的
実
験
の
初
歩
か

ら
教
え
て
い
る
。
臨
床
系
の

大
学
院
生
２
人
は
論
文
を
ま

と
め
て
い
る
段
階
で
、
歯
科

医
師
と
な
っ
た
折
に
は
基
礎

系
を
学
ん
だ
強
み
が
大
い
に

発
揮
さ
れ
る
。

　
「
学
生
に
は
研
究
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
将
来

基
礎
系
を
希
望
す
る
人
が
出

て
く
る
こ
と
を
望
み
ま
す
」

と
を
試
み
た
。
す
る
と
、
新

た
な
候
補
、
す
な
わ
ち
骨
形

成
を
抑
制
す
る
転
写
因
子
を

遺
伝
子
で
決
ま
る
も
の
な
の

か
と
考
え
、
骨
形
成
に
関
与

す
る
遺
伝
子
を
見
つ
け
る
こ

平日は講義、土曜は研究の他に学生の訪問など
もある鈴木教授

薬学部を象徴する薬用植物園で研究用にグラ
スピーを栽培する草間教授

実験室で学生たちに囲まれる草間教授

分子生物学的にアプローチ
基礎と臨床を結びＱＯＬにひと役
骨の細胞を用いて骨代謝に関する研究

鈴
木
教
授
の
募
集
テ
ー
マ
に
興
味
を
持
っ
た
３
年
生
３
人

の
特
別
研
究


